
五穀豊じょうの願いを込め行進する「虫」（上は 

3 日に行われた夜間運行の「虫」） 
ねぷたの先頭を歩く森田市長 

毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
。
 

恒例の五所川原 「虫と火まつり」 が、 8 月 3 
日の自衛隊音楽隊などの 「市内音楽行進」 を皮

切りに、最終日 7 日のねぷた運行まで 5 日間に

わたって盛大に繰りひろげられーました。 

今年初めて、「虫おく り」を 3 日の夜に合同運

行をし、好評を得ました。 

また、 4 日に行われた花火大会も例年を上回

る規模と新しい試みとして 「音と光の響宴」 が

行われ、多くの観客を魅了しました。 

まつり期間中の人出は、天候に恵まれたこと

もあって約53万人にの‘まりました。（五所川原商

工会議所発表） 

虫と火まつり終る 

奪ごしょかわら 
発行 五所川原市

〒O37 
青森県五所川原市字岩木町12 

丑 0173-国2111ff 
編 葉 総務部秘書企画課

印 刷 五所川原印刷脚 

市の人口 総数51,596人（男24,703・女26.893）世帯数15.103 (7 月31日現在） 	（毎月 2 回 1日・15日発行） 

S 

若者達による火まつりの大たいまつ 
	

見事「市長賞 Iに輝いた白生会胃腸病院のねぷた 

市 民 憲 章 （昭平L159年10月1日制定） 

昭和63年 

jva 669 
1'I4UJ-'十 二i． わた＜したちの先人は、不焼不屈の五所川原 

にccn 	・：, 魂をもつてあらゆる困難を克服し新田を切り 
…“一～ 

	

	”に開き、今日の活力に満ちた五戸川原市を築き
り 上げましたo 

8 
・：， わた＜したちは、この伝統を継承し、広 

‘~‘：・い視野に立つて西北津軽の人マと協調 
- ，‘、 り し、郷土の限りない発展を願って、こ

一~ 、三．こに市民憲章を定めます。  

＠心身ともに健康で、明るい家庭をつくります。 

＠自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつ＜ります。 

＠平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつ＜ります。 

＠文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつ＜ります。 

＠未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆ＜郷土をつくります。 
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・一
小
 

全
 

場
 

会
 

各市町一村の郷土芸能が披露された発表会 

津
軽
半
島
祭
は
、
半
島
振
興

法
に
よ
っ
て
津
軽
半
島
振
興
計

画
が
承
認
さ
れ
た
こ
と
を
契
機

と
し
、
関
係
市
町
村
が
連
携
を

深
め
て
津
軽
半
島
の
観
光
、
物

産
等
を
広
く
内
外
に
P
R
し
よ

う
と
開
い
た
も
の
で
す
。
 

初
日
の
ニ
十
九
日
に
は
、
午

前
十
時
か
ら
谷
川
英
夫
県
副
知

事
、
森
田
市
長
を
乗
せ
た
ジ

ー
 

プ
を
先
頭
に
五
小
、
中
央
小
の

鼓
笛
隊
、
五
一
中
の
プ
ラ
ス
バ
 

ン
ド
な
ど
約
六
百
人
が
参
加
し

た
市
中
パ
レ

ー
ド
で
祭
り
が
ス

タ
ー
ト
。
 

開
会
式
で
は
、
実
行
委
貝
会

会
長
の
森
田
市
長
が
「
津
軽
半

島
祭
は
、
津
軽
半
島
が
更
に
飛

躍
へ
の
ス
テ
ッ
プ
を
歩
む
た
め

に
、
半
島
地
域
一
一
十市
町
村
が

一
体
と
なり
企
画
し
た
も
の
で
、
 

こ
の
祭
り
を
契
機
と
し
て
関
係

市
町
村
の
連
帯
が
さ
ら
に
深
ま

り
、
県
内
外
に
対
す
る
宣
伝
が
 

広
ま
る
こ
と
を切
に
願
い
ま
す
」
 

と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。
 

統
い
て
谷
川
県
副
知
事
が
  
「
 

津
軽
半
島
の
エ
ネ
ル
ギー
を
結

集
し
、
各
市
町
村
が
連
携
し
て

魅
力
あ
る
津
軽
半
島
の
振
興
に

努
力
し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い

さ
つ
を
述
べ
た
後
、
関
係
者
に

よ
り
テ

ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
 

市
民
体
育
館
で
は
三
十
一
日

ま
で
、
津
軽
半
島
市
町
村
の
特

産
を
即
売
す
る
物
産
展
、
自
然

観
光
展
、
歴
史
展
、
児
童
絵
画

作
品
展
の
ほ
か
、
各
市
町
村
ご

自
慢
の
郷
土
芸
能
が
賑
や
か
に
 

津
軽
半
島
の
関
係
二
十
市
町
村
と
県
・
商
工
団
体
な
ど
が
主

催
す
る
津
軽
半
島
祭
が
七
月
一
一
十
九日
開
幕
し
三
十
一
日
ま
で

市
民
体
育
館
を
主
会
場
に
多
彩
な
催
し
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
 

オープンにあたってよろこびのテープカッ ト 

‘~  
森田市長・谷川県知事を先頭に市中パレード 

正i~~Iロ頑 軸i画認素7にi' 
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（第669号） 広報ごしょがわら ③昭和63年（1988年）8 月15日 

ー

「
 

k
報
 

中里町を出発するサイクI)ングの参加者達 

人形劇列車の旅て所テわれたプラッ  トソ」て ー乙、 

イベント（写真は五所川原駅一石神太鼓） 

鷲
 

麟
 

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
 

物
産
展
に
は
、
水
産
物
や
山

菜
加
工
品

、
潰
物
、
リ
ン
ゴ
ジ

ュ
ー
ス
な
ど
津
軽
半
島
の
豊
富

な
海
と
山
の
幸
や
ヒ
バ
の
木
工

品
が
並
び
訪
れ
る
人
た
ち
の
好

評
を
得
ま
し
た
。
 

一
方
、
ニ
十
九
日
に
は
津
軽

半
島
を
走
ろ
う
と
企
画
さ
れ
た

半
島
サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
約
一言

五
十
人
が
参
加
し
、
津
軽
鉄
道

中
里
駅
を
午
前
九
時
三
＋
分
に

ス
タ
ー
ト
し
て
快
晴
の
津
軽
路

を
軽
や
か
に
疾
走
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
三
十
日
に
は
五
所
川

原
ー
中
里
間
を
結
ぶ
津
軽
鉄
道
 
 

を
舞
台
に
、
金
多
豆
蔵
人
形
劇

が
公
演
さ
れ
、
往
復
で
約
二
百

人
が
列
車
の
旅
と
人
形
劇
を
楽

し
み
ま
し
た
。
沿
線
の
五
所
川

原
、
金
木
、
中
里
駅
の
各
プ
ラ

ツ
ト
ホ

ー
ム
で
は
、
森
田
村
の

石
神
太
鼓
や
、
な
に
も
さ
さ
デ

ィ
ス
コ
（中
里
）、太
宰
デ
ィ
ス

コ

（
金木
）
も
出
演
し
て
色
ど

り
を
添
え
ま
し
た
。
 

さ
ら
に
、
三
十
一
日
に
は
津

軽
半
島
バ
ス
の
旅
も
実
施
さ
れ
、
 

北
端
コ

ー
ス
に
九
十
人
、
西
海

岸
コ

ー
ス
に
四
十
人
が参
加
し
、
 

各
町
村
の
史
跡
や
資
料
館
、
景

勝
地
を
巡
り
な
が
ら
津
軽
半
島
 
 

の
良
さ
を
再
認
識
し
て
い
ま
し

た
。
 

実
行
委
員
会
で
は

、
十
月
一
一

十
八
、
二
十
九
日
に
も
市
民
体

育
館
で

「津
軽
半
島
産
業
ま
つ

り
」
を
開
催
す
る
ほ
か
、
二
＋

八
日
に
は
中
央
公
民
館
で
中
央

か
ら
著
名
の
講
師
を
迎
え

「津

軽
半
島
ー
そ
の
伝
統
と
創
造
」
 

を
ア

ー
マ
に
津
軽
半
島
の
伝
統

と
資
源
、
そ
の
未
来
へ
の
活
用

等
を
内
容
と
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
 

・

デ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
 

賑わいをみ・せた物産コーナー 

津軽鉄道を利用して上演された「金多豆蔵」 
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酬
‘
工
勿
勿

」グ
声

・r
‘
の
ほか
西
北
地
域の
各
 

棚
日
口
多
町
符
一

合
わ
せ
ニ市
十
四
町
村

棚
r

多
多

で
設
立
し
た
も
の
です
o
 

t 

自動車道建設促進期成同盟会設 

／ ー一 

設立総会で発起人を代表してあいさつする
森田市長 

ツ
 
棚
【
 

同
会
は
、
第
四
次
全
国総
合
 

n
!
 

裂

呪
灘
灘一
「一
 

前
．
.
z

”
そ
ノ
 
設
立
総
会
では
、
発
起
人を

湖
【
』
L

‘
珍
多
 代
表
して
森
田
市長
が
「西
北
 

脚
，
 

開
発
計
画

（
四
全総
）
の
高
規
 

川
 

?

?
 

【

”

，
・
 

!
 

ー
 

・”’1川川用！ 

、
開
 

員
、
 関
係
職
員
な
ど約
百
人
 

津
軽
自
動
車
道
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
の
設
立
総
会
が
七
月

一
一
十七
日
、
市
内
で
開
か
れ
、
青
森
市
、
五
所
川
原
市
、
西
北

地
方
の
市
町
村
長
を
は
じ
め
、
県
選
出
国
会
議
員
や
県
議
会
議

員
、
 関
係
職
員
な
ど約
百
人
が
出
席
し
て
発
足
し
ま
し
た
。
 

を
受
け
て
、
五
所
川
原
市
、
 

第
一
両
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィカ
レ
ッ
ジ
開
講
 

津
軽
な
ら
び
に
津
軽
半
島
地
域

は
、
高
速
交
通
体
系
の
未
整
備

に
よ
り
地
域
の
産
業
・
経
済
・

文
化
は
低
水
準
に
あ
り
、
津
軽

自
動
車
道
の
建
設
は
来
た
る
べ

き
一
干
一
世
紀
に
向
け
飛
躍
的

発
展
を
期
す
起
爆
剤
と
な
る
も

の
と
地
元
の
期
待
は
大
き
く
、
 

地
域
の
発
展
の
た
め
一
致
団
結

し
て
運
動
を
進
め
て
い
き
た
い
」
 

と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
森
田
市
長
を
議
長

に
議
事
に
入
り
、「国
お
よ
び
関

係
機
関
に
積
極
的
に
陳
情
を
展

開
す
る
」
「第
十
次
道
路
整備
五

カ
年
計
画
の
完
全
実
施
を
め
ざ

し
、
道
路
財
源
の
安
定
確
保
を

積
極
的
に
働
き
か
け
る
」
を
骨

子
と
し
た
事
業
計
画
な
ど
議
案

す
べ
て
を
満
場
一
致
で
可
決
し

ま
し
た
。
 

同
会
で
は
今
後
、
県
選
出
国

会
議
員
や
県
議
会
議
員
の
協
力

を
得
て
強
力
に
津
軽
自
動
車
道

の
早
期
着
工
を
働
き
か
け
て
い

く
方
針
で
す
。
 

同
会
の
役
員
は
次
の
と
お
り

で
す
。
 

⑥
会
長
 
森
田
稔
夫
五
所
川
原

市
長
 

⑥
副
会
長
 
斎
藤
穆
次
郎
鯵
ケ

沢
町
長
、
木
村
章
一
板柳
町

長
 

⑨
理
事
 
工
藤
正
青
森
市
長
、
 

松
浦
武
深
浦
町
長
、
神
繁
春

森
田
村
長
、
小
山
興
人
岩
崎

村
長
、
古
坂
英
柏
村
長
、
蝦

名
貌
稲
垣
村
長
、
成
田
佐
太

郎
車
力
村
長
、
大
橋
忠
勝
金

木
町
長
、
塚
本
恭
一
中
里
町

長
、
三
重
貢
市
浦
村長
、
加

藤
久
宜
小
泊
村
長
 

⑥
監
事
 
盛
貢
木
造
町
長
、
中

野
撃
司
鶴
田
町
長
 

今
年
で
ニ
回
目
と
な
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ

（
地
域振

興
大
学
）
が
七
月
二
士
ニ
日
、
 

青
森
職
業
訓
練
短
期
大
学
校
で

開
講
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
二
十
一
世
紀
を目

指
し
、
理
数
系
教
育
に
強
い
人

材
育
成
に
取
り
組
む
市
・
青
森

職
業
訓
練
短
期
大
学
校
・
誘致

企
業
な
ど
で
組
織
し
て
い
る
五

所
川
原
地
域
工
業
振
興
懇
談
会
 

（会
長

・
辻
茂
青
森
職
業
訓
練

短
期
大
学
校
長
）
が
提
案
し
、
 

市
教
育
委
員
会
が
王
催
し
て
開

催
し
た
も
の
で
す
。
 

開
講
式
で
は
、
出
席
し
た
四

十
人
の
入
講
生

一
人
ひ
と
り
に
 
 

入
校
許
司
証
が
手
渡
さ
れ
た
後
、
 

辻
茂
校
長
が
「
情
報
の
先
端
化

に
立
ち
遅
れ
な
い
た
め
に
も
、
 

皆
さ
ん
は
初
心
を
忘
れ
る
こ
と

な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向

っ
て
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
 

と
激
励
し
ま
し
た
。
 

続
い
て
、
入
講
生
を
代
表
し

て
高
橋
ル
ミ
子
さ
ん
（
会社
員
）
 

が
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
開
講
式

を
終
わ
り
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
、
同
大
学
校
の
葛

西
清
和
教
官
を
講
師
に
 
「コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
の
取
り
扱
い
と
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
基
礎
」
 
に
つ

い
て
講
義
を
受
け
ま
し
た
。
 

同
カ
レ
ッ
ジ
は
、
＋
一
月
一
一
 

＋
六
日
ま
で
十

回
開
か
れ
「
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
機

能
の
活
用
J
rフ

ァ
イ
ル
の
活
用
」
 

「応
用
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
」
な

ど
を
勉
強
す
る

こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
 

' 
'"'”吐 

" 
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景
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義
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「
三
。
 

 



第
三
十
七
回
全
国
農
業
コ
ン

ク
ー
ル
全
国
大
会
が
七
月
二
十

八
・
ニ
＋
九
日
の
両
日
、
青
森
 

市
文
化
会
館
で
開
か
れ
、
地
域
 

農
業
の
振
興
に
貢
献
し
て
い
る
 

全
国
の
優
良
農
家
二
十
人
が
実
 

⑤昭和63年（1988年）8月15日 
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o

東
北
税
理
士
会
五
所
川
原
支
 

部

（
田
中
文雄
代
表
）
五
千
 

四
百
円
ー
会
合
の
益
金
 

o

五
所
川
原
合
唱
団

（
笹
昭夫
 

代
表
）
六
万
七
千
八
十
六
円
 

ー
三
十
五
周
年
記
念
発
表
会
 

の
益
金
 

〇
白
生
会
胃
腸
病
院

（
工
藤
晃
 

紀
代
表
）
五
万
円
ー
歌
の
発
 

表
記
念
 

0
五
所
川
原
高
校
J
R
c
部
ポ
 

ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会

（
奈良
 

岡
厚
代
表
）
十
万
三
千
七
百
 

六
十
五
円
ー
五
高
祭
の
売
上
 

金
 

〇
照
秀
会
五
所
川
原
支
部

（
江

良
俊
衛
代
表
）
十
万
三
千
一
一
 

〉
 
百七
十
九
円
ー
チ
ャ
リ
テ
ィ

発
表
会
の
益
金
 

o

五
所
川
原
ロ
ー
タ
ア
ク
ト
ク
 

ラ
プ

（
和島
降
志
代
表
）
一
一

万
円
ー
チ
ャ
リ
テ
ィ
ダ
ン
ス

パ
ー
テ
ィ
ー
の
益
金
 

o

あ
か
ね
荘
（
飛島
の
ぶ
代
表
）
 

三
十
万
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市民会議日程表 

月
  

日
  

曜日 時 間 対象地区 開催場所 

8
  

羽
  

月 午前10時 中川地区 
、
、
、
  
コ
 
ュ
 
一
一
セ

テ
ン
 
イ
タ
 

一
 

 中
  

24 水 ク 松島地区 
コミュニテイ 

センター松島 

26 金 ク 長橋地区 
コミュニテイ 

センター長橋 

27 土 午後1時 栄 地 区 
コミュニテイ 

センター栄 

29 月 午後 2時 梅沢地区 
梅 沢コミュニテイ 

センター 

31 水 午前10時 七和地区 
コミュニテイ 

センター七和 

q)
 
 

n乙
 

金 午前10時 小曲地区 農村婦人の家 

27 火 午後1時 五所川原(1 しきしまコミュニテ 
イセンター 

29 木
  

午後1時 五所川原圃 老人福祉センター 

※広報.4's. 667 .668 でお知らせした梅沢地区の市 

民会議は、 8 月29日網）の午後 2時からに変更

となりまし たのでお間違いのないようにお願

し、します。 

地区ごとに開いています 
市は、「うるおいと活力のあるまちづく り」 の

ために、昨年同様各地区で市民会議を開きます。 

市民会議は、市民から直接地域の問題点や要

望、意見などを聴き、それをできるだけ市政に

反映させていこうとするものて‘、どなたでも参

加できます。 

私達を取り巻く環境は、国際化・高齢化・高

度情報化・技休i革新など急速に変化してきてお

ります。 

こうした中でコド市においては、21-i旦：紀を展望

しながらこれらに自勺確に対応したまちづく りを

進めるべく、各界の協力を得て新五所川原市総

合計画の策定作業を進めてまいりました。 

この度、草案がまとまりましたのでこの機会

に再度こ冴金討をいただきたいと思います。 

”寺に、 21世謙己を担う若い方々の積極的なご参

加をお願いします。 

※五所川原（北）は五小学区、五所川原（南）は南

小学区及び中央小学区となります。 
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警察官()。交通巡視員 

採 用 試 験 
県警察本部では、高等学校卒業程度の人を対 

象として警察官及び交通巡視員の採用試験を次 

のとおり行います。 

レ採用予定人員 

くフ警察官 約30人 

〇交通巡視員 約 2 メ、 

レ受験資格 

〇警察官 昭和36年 4 月 2 日から昭和46年 4 

月1 日までに生まれた男子。 たノ；ごし学校教 

育法による大学の学部を卒業した者又は日召 

和64年 3 月31日までに卒業する見込みの者 

（人事委員会が同等の資格があると認める 

者を含む。）を除く。 

0交通巡視員 昭和40年 4 月 2 日から昭和46 

年 4 月 1 日までに生まれた女子。 

ン試験日年呈 

0第一次試験 10月16日 （日）青森商業高等 

学校、弓I、前高等学校、八戸西高等学校 

0第ニ次試験 11月25日（金）県警本部 

＞申し込み受右十 9 月19日（月）まて‘ 

詳しいことは、五所川原警察署（か  12141番） 

．一、どうぞ 

ご協力をノ 

市では、公共ド水道工事を施行しておりますー 

が、 このたび次の箇所で坊血工いたします。 

ンエ事場所 市内弥生町内 

ンエ事期間 第1工区一 l0月25日まで（ただし、 

8 月15・16・17日は除く） 

第 2 工区一10月～12月（予定） 

※この間、一部通行止となる箇所もあり、車の

通行や商店・歩行者の皆さんに大変ごョ可更を

かけますが、公共事業をご理解いただき、事

故等の防止にご協力をお願いします。 

交通死亡事故抑止 

交通マナーアップ’88 キャンペーン実施中（9月30日まで） 

高めよう交通マナー 
⑥飲酒・暴走運転の追放。 

⑨安全運転5則に加えて次のマナーを守ろう。 

1.「早目合図」を励行しよう。 

2.「早目点灯」を励行しよう。 

3.「信号表示」を守って安全運転しよう。 

交通事故発生状況 

広めよう安全マインド 
4．無理な「割リ込み」「進路変更」はやめよう。 

5.違法駐車はやめよう。 

6．シートベルト・ヘルメットの正しい着用。 

7．あき缶、タバコの吸い殻などの投げ捨ては

やめましょう。 

（五所川原警察署提供／昭禾E163年 7 月31日現在） 

や
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駅 三 	好 中 毘沙 InI 飯 	詰 松 	島 松島団地 栄 長 	橋 七 	和 梅 	沢 
（梅泉地区） 7
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継続日数 
135 165 6,417 1,114 2,652 139 602 82 412 987 6,417 



⑦昭和63年（1988年）8 月15日 	 広報ごしょがわら 	 （第669号） 

気をつけよう食中毒 
食中毒は、気温の高い夏に多く発生していま

すので、特に弁当を作る時は次のことに注意し

ましょう。 

0新鮮な材料を使う。 

0熱をよく加えたものだけにし、生ものはぜっ

たい使わない。 

くつつめあわせる時は、 ごはんもおかずもさまし

てからにする。 

0おにぎりは、十分手を洗ってからつくる。（な

るべくなら、洗って消毒したおにぎり器か、 

ラップ類でにぎると良い。 指にきり傷や、お

できがあると食中毒の原因になる細菌がいっ

ぱいいますので直接にぎることは止めましょ

う。） 

0弁当を持って出かける時は、通気性の良いも

く7)-で包み、 日光にあてたり暑い所に置かない

ようにしましょう。 

〇食べ残しの弁当や、折詰はもったいながらず

にI舎てましょう。 

後期転職訓練生の募集 
ー県立高等技術専門校― 

ン募集期間 8 月18日～ 9 月17日 

ン募集訓胃凍手斗 縫製拝斗 

ン募集定員 青森高等技術専門校 20人 

八戸高等技術専門校 10人 

ン選考日 9 月22日 （金） 

ン司肩凍期間 10月～翌年の 3 月までて 6 ケ月間） 

※入校願書など詳しいことは、五所川原公共職 

業安定所（廿＠3171番）又は県立高等技術専 

門校に直接お間い合わせください。 

文化講演会 
川上裕之氏（元NHK 

チーフアナウンサーー） を

迎えて 「人と人、心と心

ク工ふれーあし、」 と題して文

化講演会を開きますーカ、ら

多数ご参集ください。 

ン日時 9 月 6 日 （火） 

'F後 6 時30分～ 

ン場所 市民文化会館 

⑥主催 市教育委員会、市連合PTA 

賢 

おかあさんの「育児教室」を開催 
―西北教育事務所ー 

育児にあたって、あなたが日り頁困っているこ

と、たずねてみたいと考えていることについて

専門の先生からお話を聞いたりする絶好の機会

です。幼児をお持ちの方でしたら、どなたでも

参加できますので、誘い合ってお気軽にご参加

ください。 

＞日時 8 月25日（木）どF前 9 時30分～ 

ン場所 市中央公民館 

＞内容 （ユ）しつけで困っていること（2）身体的な

発育・健康に関すること③遊びや友だち・オ

モチャ・子どもの気持ち・家庭のあり方に関

すること④ことばの発達・絵本こ・テレ‘ピの問

題。 正しい知識の与え方・美しい心の育て方

の問題（S）そのィ也育児に関すること。 

ン申し込み方法 市教育委員会社会教育課（廿

電)2111番内線 2 50 番）へどうぞ。 

＞そのイ也 （ユ）昼二食を持参してください（②）できる

だけ親子で参加してください。 託児の用意を

しております（③）簡単な体操のできる服装で参

加してください。 

町内対抗野球大会のお知らせ 
―市野球協会ー 

ン大会期日 9 月 4 ・18・23・25日 

＞場所 北一斗グランド A ・B コート 

ン参加半ト 1チーム 4,000円 

ン組み合わせ・会議 8 月24日午後 6 時30分、～ 

市中央公民館 

※注意 （①）選手数の少ない町内は隣接町内との 

合併二を認める。 ②全選手は30歳以上（パッテ 

リーは35歳以上） とする。 

なお、詳しいことや申し込みは協会事務局（ 

山本スポーツ店費電B>1038番）へどうぞ。 

「雪と寒さに強い住宅」講習会 
―五所川原土木事務所ー 

県では、国際居住年（1987年）を記念して 「 

雪と寒さに強し可主宅幻 を発干リしました。 

積雪寒冷地である本県において、夏の生活環 

境を損なわずに、長く厳しい冬に十分刈一応でき 

る住宅設計を求める尺度として大変参考になる 

ものです。 

ン日時 8 月27・28日午後1時～ 

レ場所 市立図書館 

※当日、テキストを無料・配布いたします。 

冠玉＼ 
\ 

I 

 



みんなの健康教室 
レ日 時 8JJ 2 6 LJ(金）午後 1時 

ン場 所 市保健センター 

ン講 師 山本 直哉先生 

（山本耳鼻咽I喉弔ト医院長） 

レテーマ 「難聴について」 

主 催．北五医師会・市民保健協議会 
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9月の保健センター「相談日」 
ン日時 9 月 2 ・9 ・16・30日 （毎週金曜日） 

の午前10時～午後 3 時（30日は正午まで） 

ン内容 保健婦が血圧の測定や尿検査を含めた

健康相談に応じます。 赤ちゃんからお年寄り

まで、お気軽にどうぞ。 

お問い合わせは市衛生課（費⑩21 11番内線 2 

68番）へ。 

乳幼児の健康診査 
ン場所 市保健センター 

ン受付時間 12:45-13:00まで。 

ン持参するもの 母子健康手帳、バスタオル。 

※’主意 6 カ月児健康相談の際に、神経芽細胞

腫（小児がん）の検査セットを配イ寸しますが、 

当日つごうで来れない場合は検査セットを衛生

課窓口にて配イ寸しますので6 カ月、 7 カ月の赤

ちゃんはぜひおいでください。 

なお病気療養中（！待に伝染病の病気）のお子・

さんはご還慮ください。 

月 令 対 象 児 期 日 内 容 

3 カ 月児 S 63年 5 月生 9 月13日閃 健康診査 

6 カ 月児 S63年 2 月生 9 月20日因 健康相談 

1 歳 児 S 62年 8 月生 9 月26日の 健康相談 

1歳6カ月児 S62年 3 月生 9 月27日因 健康診査 

お問い合わせは、市衛生課（＝⑩2111番内線 

26 8 、 27 2 番）へどうぞ。 

子宮がん浮しがん 
甲状腺の検診 

ン対象者 30歳以一上の妬I人（昭和34年 3 月31日

までに生ま才tた人） 

＞申し込み受付ー期間 8 月15日から 8 月25日ま

で（たプごし、 日曜日を除く） 

レ申し込み方法 申込書でお申し込みください。 

（用紙は保健協力員、市役所、各支所に備え

てあります。） 

ン申し込み先 市衛生課、市役所各支所、保健

協力員のいずれかに。 

ン検診場所 市保健センター 

ン受診者負担 国民健康保険加入者4001'J、その

他の保険加入者は1,000P］。（ただし、70歳以

上の人、生活保護世帯の人、市民税非課税世

帯の人は無料・になりますので受イ寸の際に証明

書を提出してください。） 

ン持参するもの 検診当日は保険証、健康手帳 

(40歳以上の人のみ）、バスタオルを持参して

ください。 

ン検診月日 	9 月21・22 ・28 ・29 ・30日、10月 

5 ・6 ・7 日、11月 9 ・10 ・15 ・16・17・18 

日のうちから市が指定し、後日、申込者各自

に通知します。 

ン注意すること 乳がん、甲状腺のみの受診は

できません。 ご了承ください。 

詳し．いことは、市衛生課（”国2111番内線 2 

7 2 番）へ、どうぞ。 

胃がん検診のお知らせ 
月 	日 丸」ー 象 地 	区 

10月18日 栄町、八重菊、鳥森、一ッ谷、 
鎌谷町一 

10月19日 敷島町、幾担：森、上平井町、中 
平井町、ー下平井町一、長1喬与糾喬元 

10月20日 若葉、小曲 

10月21日 寺町、岩木田丁、柳町、川端町 

10月22日 錦町、末広町、新宮町、新宮、 
木自原町一、芭蕉 

ン対象者 3 月に申し込まれた方のみ。 

ン場 JI: 市保健センター 

レ受付時間 午育J6 時～ 

※詳しいことは、市衛生課予防衛生係（か亘5)21 

11番内線268 272番）へどうぞ。 
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